
私たちは、オンライン上に
イキイキ働ける職場を提供し続けます！

株式会社スタッフサービス・クラウドワーク
エリア統括部

ゼネラルマネージャー 酒本 速男
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➢ 会社概要

スタッフサービスグループの障がい者雇用を在宅就労で推進
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➢ 在宅社員在籍マップ

北海道 3人 青森県 22人
秋田県 9人 岩手県 9人
宮城県 20人 山形県 13人
福島県 15人

新潟県 14人 長野県 11人
山梨県 1人 群馬県 9人
栃木県 5人 茨城県 7人
千葉県 10人 埼玉県 26人

福井県 6人 滋賀県 6人
京都府 10人 奈良県 4人
和歌山県 5人 大阪府 31人
兵庫県 30人 岡山県 3人

長野県 1人 茨城県 1人
千葉県 1人 埼玉県 4人
京都府 1人 大阪府 2人
山口県 1人 熊本県 1人
佐賀県 1人 宮﨑県 2人

山口県 9人 福岡県 22人
佐賀県 16人 長崎県 18人
大分県 10人 熊本県 21人
宮崎県 16人 鹿児島県 14人
沖縄県 26人

北海道・東北エリア推進課 91人
（拠点：宮城県仙台市）

関東エリア推進課 83人
（拠点：埼玉県さいたま市）

人材開発課 15人
（本社：神奈川県相模原市）

近畿エリア推進課 95人
（拠点：大阪府大阪市）

九州エリア推進一課 81人
九州エリア推進二課 71人
（拠点：福岡県福岡市）

採用エリア ：1道2府34県
在宅社員数：456人
（2023年6月時点）

東海エリア推進課 20人
（拠点：岐阜県岐阜市）

三重県 4人 岐阜県 2人
静岡県 5人 愛知県 7人
石川県 2人
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➢ 就労者内訳

様々な障害特性の方が活躍、50代60代のシニア世代の方も安定就労

脊髄損傷

20.0%

脳血管・

脳挫傷

21.5%

脳性まひ・

脳神経

20.2%

進行性筋萎

縮疾患

12.3%

腎臓

5.7%

その他脳神経

疾患

6.6%

肺・心臓

4.6%

骨関節・

リウマチ

3.9%

その他

5.3%

10代

0.2%

20代

20.4%

30代

18.9%

40代

18.4%

50代

33.1%

60代

9.0%

＜障害・疾病比率＞ ＜年代比率＞

＜2023年6月時点＞
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生活介助や通院など生活に必要な時間を確保しながら就業できる

➢ テレワークのメリット

9：00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

就業時間 休憩
時間

就業時間 生活介助や
通院など

就業
時間

◼ 日中の生活介助等がある社員のシフトの例 ※シフトは現時点で221パターン

テレワークのメリット
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働いている場所が違う

普段はお互い顔が見えない

会話がしにくい 考えや思いが伝えにくい

情報が取りづらい

人との繋がりが感じにくい
困った時誰もそばにいない

➢ テレワークのデメリット

テレワークの孤独感
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サポート

業務ごとにチームを組み協力して働くことで仲間意識を醸成

➢ 課題に対する打ち手①

従来型の組織運営

管理者の指揮のもとチームが活動

管理者
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業務目標を
チームで協力して

達成する

何気ない会話を
安心して行える
環境づくり

心理的安全性と
信頼関係
が生まれる

円滑な業務管理
が可能となる

➢ 課題に対する打ち手②

ミーティング時は
雑談することを
ルール化

雑談を通して仲間を知り、信頼と協力が生まれる職場づくり

1日3回
定時ミーティング
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入社

生活リズム、コミュニケー
ションの取り方、仕事を
担うことに対する不安

導入研修 業務研修 配属

遭
遇
す
る
壁

一緒に働く仲間との出
会い、企業風土などの
不安や緊張

職場の風土、コミュニ
ケーションのスタイルにな
じまないように感じてしま
う

ひとり立ち

仕事の手順の習得、
自分は何を任されるの
か、どう成長できるのか、
先が見通せない

＜具体例＞
習得が順調な同期仲
間を見て、自分にはこ
の仕事は向いていない
のではと思い込む

一歩前進、小さな成長
が実感できない、この程
度では意味がないと
思ってしまう

＜具体例＞
初めて会う同期入社
や会社の人に対して、
どう振舞えば良いのか
躊躇してしまう

＜具体例＞
就労生活のスタート、慣
れないWeb会議システ
ムのコミュニケーションの
中で頑張り過ぎてしまう

＜具体例＞
自分が受け入れてもら
えるのか不安になり、
気軽に話すことに慣れ
ず相談しづらくなる

＜具体例＞
日々のルーティンで成
長機会を見失い、自分
の存在価値を実感しづ
らくなる

自分の気持ちを話せる
場や入社者や会社の人
とフランクに話せる環境を
作り、仲間意識の醸成
を図り、不安や緊張を和
らげる

今は頑張る場面ではなく、
就労生活やコミュニケー
ションを大切に仲間と協
力して働くことを伝え、関
わる際もそのことを尊重
する

すぐに成果を求めない、
何度質問されても丁
寧に回答。過去に自
分が研修を受けた時
の失敗談などを伝え、
先輩も昔は自分と同
じだったんだと楽観的
な自信を持ってもらう

受け入れるチームメン
バーから積極的に声を
かける。分からないこと
を相談された時は、指
示するというより、みん
なで考えることでチーム
との一体感を感じても
らう

小さな成功体験と成
長実感を持ってもらうこ
とで自信を持ってもらう、
同期からのポジティブな
フィードバックをもらう

チームビルディング
研修

就労継続

自立してくるため仲間と
の関りが少なくなり、孤
独や孤立を感じてしまう

＜具体例＞
業務中は独立作業とな
り、徐々に仲間との会
話が少なくなり、物足り
なさを感じてしまう

分科会など他社員との
共同作業や同期との交
流などコミュニティを持つ
年1回開催の集合型
ミーティングやオンライン
同期会で仲間との一体
感を実感してもらう

➢ 課題に対する打ち手③

打
ち
手

講師によるコミュニ
ケーション研修

先輩社員と交流
・業務研修

先輩社員による
OJTとアサーション

フォローアップ
ミーティング

分科会・同期会
エリアミーティング

テレワークでも成長のきっかけに応じた施策や仲間との関わりを持つ
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2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

➢ テレワークの成果① －就労者数推移－

入社1年目時点の

定着率 97.3％
※2023年6月時点

※一般企業就職後の身体障がい者の1年後の定着率60.8%
出典：『障害者の就業状況などに関する調査研究』（JEED)

テレワークで重度身体障がい者の雇用を創出
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テレワークでも活躍の場を広げることで『就労の質』を向上

既存の活躍の場 組織運営の自立化

受託業務対応
（グループ内）

入社式の
先輩社員挨拶

業務研修指導
マニュアル作成

新人研修の
交流会参加

外部からの
取材対応

チーム窓口担当

ミーティング司会

労働安全衛生
委員会

業務スキル
可視化取組

エリアMtg企画
（※1）

新たな活躍の場 スペシャリスト育成

社内イベント
企画・運営

外販業務
WEBアクセシビリティ検査

広報協力業務

社内報作成
スタッフ

研修講師スタッフ

難
易
度
の
幅

一人ひとりの障害特性やスキルはさまざまです。本人のスキルや成長に合わせ、受託業務以外にもチ
ャレンジできる機会を設け、活躍の場を広げることで『就労の質』の向上を目指しています。

※1.所属しているエリア単位で在宅社員が年に一度リアルに集合する全社的なイベント

チームリーダー

➢ テレワークの成果② －職域の拡大－
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➢ テレワークの普及にむけて

テレワークを障がい者の働き方の選択肢として浸透させていきます。

ハローワークや支援機関

障害がある求職者の方に
テレワークを体験してもらい
働き方の選択肢として認
識してもらう

特別支援学校や養護学校

障害がある生徒さんにテレ
ワークを体験してもらい将
来の就職活動に役立てて
もらう



ご清聴ありがとうございました。


